
道
内
の
高
校
生
が
、
流
通
過
程
に
お
け
る

花
き
の
鮮
度
保
持
に
活
用
し
た
い
と
い
う

発
想
で
独
自
の
研
究
を
進
め
て
お
り
、
工

業
試
験
場
も
、
連
携
先
の
大
学
と
と
も

に
、
研
究
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
開
発
や
技
術
支
援
に
加
え
、
も
の

づ
く
り
技
術
者
の
養
成
を
目
的
に
、
道
内

企
業
を
対
象
と
し
た
各
種
講
習
会
や
技
術

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
の
取
組

　

食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
成
長
力

を
持
っ
た
力
強
い
食
関
連
産
業
を
振
興
す

る
た
め
、
三
つ
の
研
究
開
発
の
柱
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
一
つ
目
の
柱
は
「
保
存
技
術

の
開
発
」
で
す
。
道
産
食
品
の
市
場
拡
大

を
図
る
に
は
、
本
道
の
豊
か
な
農
水
産
物

を
原
料
と
す
る
道
産
食
品
の
移
輸
出
拡
大

が
重
要
で
す
。
風
味
や
具
材
の
食
感
、
優

れ
た
お
い
し
さ
を
有
し
、
冷
蔵
で
長
い
賞

味
期
限
を
持
つ
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
チ
ル
ド
食

品
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
柱
は
「
発
酵
醸
造
技
術
の
開

発
」
で
す
。
本
道
は
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽

培
面
積
が
全
国
一
で
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
数
も

年
々
増
加
す
る
な
ど
、
国
内
有
数
の
ワ
イ

ン
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
取
得
し

た
北
海
道
独
自
の
白
ワ
イ
ン
醸
造
用
酵
母

に
続
き
、
赤
ワ
イ
ン
醸
造
に
適
し
た
酵
母

を
道
内
で
分
離
・
選
抜
し
、
道
産
赤
ワ
イ

ン
の
特
長
を
活
か
し
た
ワ
イ
ン
製
造
技
術

の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

三
つ
目
の
柱
が
「
利
活
用
技
術
の
開

発
」
で
す
。
本
道
は
農
水
産
物
、
畜
産
物

な
ど
の
食
材
が
豊
富
で
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
素
材
感
を
持
た
せ
る
加

工
技
術
や
チ
ー
ズ
の
熟
成
期
間
短
縮
な

ど
、
加
工
食
品
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け

た
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
と
も
、
地
域
の
課
題
や
事
業
者
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
研
究
開
発
に
取

り
組
み
、
成
果
の
技
術
普
及
・
移
転
に
よ

り
、
成
長
力
を
持
っ
た
力
強
い
食
関
連
産

業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

エ
ネ
環
地
研
の
取
組

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
地
質
研
究
所

（
略
称
・
エ
ネ
環
地
研
）
は
、
多
彩
な
地

域
資
源
に
着
目
し
、
地
域
の
現
状
・
課
題

を
「
示
す
」
と
と
も
に
「
守
り
」「
活
か

す
」
た
め
の
取
組
を
通
じ
て
、
持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
研
究
項
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

は
、
再
エ
ネ
利
活
用
の
促
進
や
省
エ
ネ
技

術
開
発
、
環
境
分
野
は
、
循
環
資
源
利
用

促
進
や
環
境
・
生
物
多
様
性
の
保
全
、
地

質
分
野
は
、
防
災
や
地
質
資
源
の
活
用
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
新
の
研
究

開
発
成
果
の
一
例
と
し
て
「
ド
ロ
ー
ン
と

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
海
岸
流
木
漂
着
量
迅
速

把
握
技
術
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
も
あ
り
、
集

中
豪
雨
が
増
え
、
海
岸
に
大
量
の
流
木
が

漂
着
す
る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
流
木
が
再
流
出
す
る
と
、
沿
岸
の
漁
業

施
設
や
護
岸
施
設
を
破
損
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
り
、
早
急
に
撤
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
撤
去
に
向
け
た
漂
着
量
の

把
握
作
業
は
人
力
で
行
わ
れ
て
お
り
、
多

く
の
時
間
や
労
力
を
要
し
、
推
計
誤
差
も

大
き
い
こ
と
が
課
題
で
す
。
開
発
し
た
技

術
は
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
海
岸
の
空
撮
を

行
い
、
調
査
時
間
の
短
縮
と
省
力
化
を
図

る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
「
海
岸

流
木
自
動
識
別
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で

流
木
を
自
動
識
別
し
、
体
積
の
推
計
を
可

能
と
し
ま
す
。
漂
着
量
推
計
に
要
す
る
時

間
・
労
力
を
約
3
分
の
1
に
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
20
㌫
以
内
の

推
計
精
度
を
実
現
し
、
現
在
は
海
岸
管
理

者
や
関
係
省
庁
、
企
業
な
ど
に
実
用
化
に

向
け
た
働
き
掛
け
を
進
め
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

産
業
技
術
環
境
研
究
本
部
は
、
多
岐
に

わ
た
る
研
究
を
通
じ
て
、
本
道
の
豊
富
な

地
域
資
源
を
活
用
し
、
優
れ
た
環
境
を
守

り
な
が
ら
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
進

技
術
と
の
融
合
に
よ
り
、
新
し
い
価
値
を

創
出
し
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
市
町
村
の

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

赤ワインの成分分析

アプリケーションによる自動識別結果の例
（黄色やピンク色部分が「流木」と識別された箇所）
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産
業
技
術
環
境
研
究
本
部
の
概
要

　

産
業
技
術
環
境
研
究
本
部
は
、
工
業
試

験
場
（
札
幌
市
）、
食
品
加
工
研
究
セ
ン

タ
ー
（
江
別
市
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・

地
質
研
究
所
（
札
幌
市
）
の
三
つ
の
研
究

機
関
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
工
業
試
験
場

は
、
大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
に
設
立
さ

れ
、
令
和
4
年
に
百
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
設
立
当
初
は
「
醸
造
」
と
「
窯
業
」

の
二
つ
の
技
術
分
野
を
研
究
す
る
公
設
試

験
研
究
機
関
で
し
た
が
、
現
在
は
情
報
通

信
や
材
料
、
化
学
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
技

術
分
野
を
中
心
に
、
試
験
研
究
や
も
の
づ

く
り
企
業
へ
の
技
術
支
援
、
技
術
者
の
人

材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

食
品
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
4

年
に
工
業
試
験
場
食
品
部
の
移
管
・
拡
充

に
よ
り
開
設
し
ま
し
た
。
農
畜
産
物
の
加

工
技
術
、
食
品
保
存
技
術
や
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
に
関
す
る
試
験
研

究
、
道
内
企
業
に
対
す
る
研
究
成
果
の
技

術
普
及
や
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
地
質
研
究
所

は
、
昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
に
設
置
さ

れ
た
北
海
道
地
下
資
源
調
査
所
と
、
昭
和

45
（
１
９
７
０
）
年
に
設
置
さ
れ
た
北
海

道
公
害
防
止
研
究
所
が
、
組
織
改
編
に
よ

り
北
海
道
立
地
質
研
究
所
、
北
海
道
環
境

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
令
和
2
年

に
は
、
工
業
試
験
場
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
の
移
管
・
統
合
に
よ
り
、
現
在
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
・
地
質
研
究
所
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環

境
、
地
質
分
野
の
研
究
活
動
を
総
合
的
、

分
野
横
断
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

工
業
試
験
場
の
取
組

　

工
業
試
験
場
は
①
情
報
シ
ス
テ
ム
②
機

械
シ
ス
テ
ム
③
人
間
情
報
応
用
④
応
用
材

料
⑤
化
学
プ
ロ
セ
ス
⑥
素
形
材
⑦
デ
ザ
イ

ン
─
の
七
つ
の
技
術
分
野
を
中
心
に
、
社

会
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
研

究
開
発
や
道
内
中
小
企
業
な
ど
へ
の
技
術

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
道

で
は
、
食
関
連
産
業
が
経
済
の
大
き
な
柱

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
食
品
製
造
工
程
の

自
動
化
・
効
率
化
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
食
品
検
査
技
術
や

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
食
品
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
技

術
の
開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
て
、
正
し

い
手
洗
い
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
可
視

化
で
き
る
装
置
の
製
品
化
を
目
指
す
企
業

に
対
し
て
、
手
洗
い
検
査
装
置
の
デ
ザ
イ

ン
開
発
や
、
可
視
化
に
必
要
な
画
像
処
理

技
術
の
開
発
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

製
品
は
、
北
海
道
新
技
術
・
新
製
品
開
発

賞
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
や
企
業
と
連
携
し
、
新

素
材
「
プ
ラ
チ
ナ
触
媒
」
を
活
用
し
た
青

果
物
の
鮮
度
保
持
技
術
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
技
術
に
着
目
し
た

本
道
産
業
の
発
展
と

豊
か
な
環
境
を
支
え
る
研
究
機
関
と
し
て

　
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
産
業
技
術
環
境
研
究
本
部
は
、
道
内
の
も
の
づ
く
り
産
業
や
食
関
連
産
業
の
振
興
、

良
好
な
環
境
の
保
全
、
災
害
の
防
止
及
び
地
質
資
源
の
活
用
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
や
循
環
資
源

の
利
用
な
ど
、
本
道
の
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
研
究
開
発
や
技
術
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

橋場　参生
（はしば・みつお）

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構
産業技術環境研究本部長兼工業
試験場長
P r o f i l eP r o f i l e
昭和 40 年札幌市生まれ。
北海道大学大学院修了。博士（工
学）（東京大学）。平成元年から工
業試験場勤務。音声・音響技術を
活用した製品開発に従事。企画調
整部長を経て令和4年4月から現
職。専門分野は福祉工学、音声処
理技術。手洗い検査装置

「てみえる」

地
域
と
共
に
歩
む
道
総
研

第
　
回
5
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